
倒産の相談は突然やってきます。しかも，相談の時点では「破産」申

立てでよいのか方針も決まっていません。

実際に倒産の相談を受けたとき，どのように対応すればよいのか，具

体的に何をすればよいのかは，法人破産に関する書籍やマニュアルなど

を読んで準備しているだけではなかなかイメージしづらいのではないで

しょうか。

ここでは，皆さんが実際に倒産の相談を受け，申立代理人となって法

人の破産申立てをすることになった場合に，何をどうすればよいのかに

ついて大きなイメージをつかんでいただけるよう，一つの事例を題材に，

相談から破産申立てまでの間に，実際にどのようなことをするのかを検

討していきます。

当然のことながら，ここで述べることがすべてではありません。相談

から申立てまでの大きな流れのイメージをつかんでいただければ幸いで

す。

（相談者）　私は，株式会社ひまテラタオルの代表者の紋別三郎です。実は，

私の会社が倒産しそうで，先生に助けてもらいたいのです。

整理を選択するのか，法的整理といっても破産を選択するのか民事再生

を選択するのか，方針を決めなければなりません。そのためには，まず

会社の現状を把握する必要があります。

最初の事情聴取は，細かな点まで漏らさず聴くというよりは，方針決

定のために必要な情報をつかむことが大事ですから，全体像をつかむつ

もりで臨む方が手際よく進められるでしょう。

紋別社長は，「倒産しそうだ」と言っていますので，まずその理由，

相談に来た直接の理由を聴きます。

相談者はことの次第を要領よく説明できる人ばかりではありません。

準備よく経理関係書類，決算書類を持参する人ばかりではありません。

会社が倒産の危機に瀕しているとの思いから，混乱してしまったり，

慌てているためにうまく説明できなかったり，思い込みや勘違いをして

いるということもあります。そのことを念頭において事情を確認してい

く必要があります。

（弁）　「倒産しそう」というのは，どういうことですか。

まで頑張ってきましたが，もう後がありません。

紋別さんは，手形が不渡りとなるおそれがあることから，相談に来た

ことが分かりました。

①　会社の状況を確認します

手形が落とせないと言っているのであれば，事業継続中で従業員も

残っているものと思われます。

その会社はどのような事業をしていて，事業は現在も継続しているの

か，従業員は何人くらいいるのか，仕掛かり中の仕事はどのくらいある

のか，など事業の状況を確認します。

（弁）　事業は継続中ということですね。事業内容はどういうものですか。

兼工場といっても，今は事務仕事が中心ですので，事務職員しかいませ

半は郊外の工場で働いています。

②　各種支払いの締め日や支払いの遅れの有無について確認します

（弁）　現時点で支払いが遅れているもの，滞っているものはありますか。

いは，従業員の給料だけは払いましたが，そのほか取引先や債権者には

待ってもらっている状態です。

株式会社ひまテラタオルでは，既に支払いの遅れが発生しており，資

金繰りに詰まっていることが分かります。

ここで，健康保険料，厚生年金保険料といった社会保険料の納付遅れ

がないか，従業員の給与から天引きした源泉徴収税の納付遅れがないか，

公租公課の滞納の有無も確認しておくとよいでしょう。

③　大まかな収支の状況を確認します

月毎にかかる人件費や工場を動かすためにかかる光熱費，リース物件

のリース料など避けられない経費がどのくらいあるのか，借入金の返済
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